
（１）検討会の委員（五十音順、敬称略）
◎ 杉山 武彦 一般財団法人運輸政策研究機構運輸政策研究所所長
石田 東生 筑波大学システム情報系社会工学域教授
川端 由美 自動車ジャーナリスト
松田 英三 元（財）日本生産性本部エネルギー環境部参与
味水 佑毅 元高崎経済大学地域政策学部観光政策学科准教授
矢ヶ崎 紀子 東洋大学国際地域学部国際観光学科准教授
山根 多恵 温泉津温泉吉田屋大女将 （◎座長）

検討会の体制等

概 要

図柄入りナンバープレート制度検討会について

スケジュール

（２）主な検討事項
交付地域の単位、対象車種、図柄の提案主体、図柄の選定基準、図柄の数、寄付金を充てる事業の

範囲の考え方 等

・ハワイ州の例・2010年バンクーバー五輪

・ 平成27年6月、自動車ユーザーの希望に応じて、図柄入りナンバープレートに交換できる制度を盛り込ん
だ「道路運送車両法及び自動車検査独立行政法人法の一部を改正する法律」の成立を受け、2020年東京
オリンピック・パラリンピック競技大会特別仕様ナンバープレート及び地方版図柄入りナンバープレート
を交付することとしている。

・ 図柄入りナンバープレートの交付に向けて、「図柄入りナンバープレート制度検討会」を設置し、具体的
な制度設計について検討を行う。

・ 本検討会での検討結果を盛り込んだ「図柄入りナンバープレート制度最
終取りまとめ」を公表。

・ 平成27年8月27日（第1回）、同年10月29日（第2回）、平成28年2月
19日（第3回）、同年5月19日（第4回（最終回））に検討会を開催。

（３）地方版図柄入りナンバープレートに関して、ご当地ナンバー関係自治体等から意見聴取
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図柄入りナンバープレート制度の概要について

図柄入 り ナ ンバープ レー ト

種類
制度の項目

地方版図柄入りナンバープレート
2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会特別仕様ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

(全国版図柄入りナンバープレート)

① 交付地域

の単位
単位 ・ナンバープレートの地域名表示を単位として交付。

地域
数

・単独又は複数のナンバープレートの地域名表示において交付。
・すべてのナンバープレートの地域名表示（全国）において
・交付。

② 対象車種 ・登録自動車（自家用及び事業用）と軽自動車（二輪を除く。）（自家用）を対象。

③ 図柄の提案主体 ・ナンバープレートの地域名表示に包含されるすべての市区町
・村が合意した上で、共同で提案。

・都道府県の地理的範囲が地域名表示の範囲と一致する場合
・などにおいては、市区町村の同意を得た上で、都道府県が提
・案を行うことも可能。

・国土交通省等において、国民に理解が得られる方法により
・選考。

④ 図柄の選定基準 ・番号の書体や大きさ等の様式は変更せず、ナンバープレートに図柄を使用。

・ナンバープレートに記載された番号等の視認性が確保されていることや製造工程上の技術的な制約があることのほか、他者の
・権利（商標登録など）を侵すものでない、公序良俗に反するおそれがあるものでない等の基準を満たしているもの。

⑤ 図柄の数 ・寄付金付き図柄入りナンバープレートを選択しない場合は、寄
・付金なし1種類。

・寄付金付き図柄入りナンバープレートを選択する場合は、寄付
・金なし1種類、寄付金付き1種類の2種類。

・寄付金付きのみの1種類は認めない。

・寄付金なし1種類、寄付金付き1種類の2種類。

⑥ 寄付金を充てる事
業の範囲の考え方

・自動車ユーザー等に裨益する事業であって、単年度で支出の効果が発現するもの。

・寄付金の募集を行うか否かは、提案する地方自治体が選択。

・寄付金の使途は、地域における自動車交通サービスの改善・
・利用促進に資する事業、観光振興に資する事業、交通事故の
・被害者救済等。具体的な使途は、提案段階で明確化。

・寄付金を募集。

・寄付金の使途は、交通サービスの整備を促進し、利便性を
向上する事業。

⑦ 寄付金の募集・配分 ・以下の要件を満たす、国又は地方自治体以外の非営利の組織が寄付金の募集・配分を全国一元的・専門的に行う。

寄付金の募集・配分を行う組織に設置された第三者機関において、寄付金を充てる事業の効果、配分額等を審査し事業を
選定すること、寄付金の募集・配分について地方自治体等から意見を聴取すること、寄付金の配分に係る検証を行うことのほか、
自動車ユーザーが寄付を行いやすくするためにナンバープレートの交付業務と連携すること 等 2



今後のスケジュール

平成28年5月19日 第4回検討会開催

平成28年6月以降 【国土交通省における対応】
・ 地方運輸局単位での図柄入りナンバープレート制度の説明会の開催（周知）

平成28年6月以降 【地方自治体における対応】
・ 地方版図柄入りナンバープレートの導入の検討（図柄の数、寄付金を充てる事業等）
・ 地域のニーズ、寄付金を充てる事業の効果等の調査
・ 地域名表示内の地方自治体間の調整
・ 図柄の公募、選考、商標調査 等

平成29年度以降 【地方自治体における対応】
平成29年6月頃 ・ 図柄等の提案申請
平成29年6月頃 ・ 国土交通省の有識者審査会におけるプレゼンテーション

平成29年度以降 【国土交通省における対応】
・ 提案受付、提案締切り
・ 提案された図柄の視認性の確認
・ 提案された図柄等の審査（有識者審査会の開催）

平成30年秋頃 ・ 地方版図柄入りナンバープレートの交付開始

（交付開始時期は、東京オリパラ特別仕様ナンバープレートの交付開始以降になる見込み）

平成28年5月19日 第4回検討会開催

6月以降 ・ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と図柄の公募方法等の調整

・ 図柄の視認性の確認、商標調査

平成29年6月頃 ・ 選考委員会による図柄の選考 等

平成29年10月頃 ・ 東京オリパラ特別仕様ナンバープレートの交付開始

（交付開始時期は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と調整の上、決定）

地方版図柄入りナンバープレート

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会特別仕様ナンバープレート（全国版）
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